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 Fig.2Resultsafterdialysis、
Carcinomamaterial,
normalmucosalnateria1.
 a)透析胃癌抽出物,正常胃粘
 膜抽出物を蒸溜水に溶解し,蒸溜水に対
 して48時間セロファン裏透析,6時間
 毎に新たに蒸溜水と置換して採取せる透
 析液(外液)は一括し,減圧濃縮乾燥粉
 末化,裏内液は遠心し沈殿物を分離せる
 後,その1部を減圧濃縮乾燥粉末化した
 (内液).
 これら各試料のゾウリ虫増殖に及ぼす
 影響はFig。2に示す如くである・
 即ち胃癌内液は1000倍以下にて,胃癌外液は2000倍に至るも明瞭な増殖抑制作用を示t、、,
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 何れも正常胃粘膜の対応分割に比し作用明らかに高度で,胃癌組織蒸溜水抽出物中のゾウリ虫増
 殖抑制物質はこヴ)両劃分に含有される事,即ち非透析性,可透析性の少くも2種の有効物質が含
 有せられる事が明らかとなった.
 b)癌内液の分割前項に於ける胃癌組織蒸溜水抽出物透析後のセロファン裏内液を塩酸に
 てpH4.2とし,生じた沈澱を遠心分離(1)ptpH4.2),次いでこの上清(SupPH4.2)を更
 にpH2,0とし遠心せるも得られた沈澱は痕跡に留った.次に,この際の上清を中和せる後,硫
 酸アンモニウムにて全飽和,上清並びに沈澱を分離し,各々透析にて過剰硫酸アンモニウムを除
 去し乾燥(Sup(NH4)2SO4及びPI)t(NH4)2SO4).
 これら各劃分による実験成績はFig.3に示す如くである,4劃分中Sup(NH4)2Sqが抑
 制作用最・』強く,2000倍にても尚抑制冊を示し,一一方Ppt(NH4)2SO4は比較的高濃度で
 +～骨の抑制を示したに紹つた.前者に次ぐ増殖抑制作用を示せるものは前記2劃分の母分屑た
 そ1、SuppH42であi),PptpH4.2の抑制作用はこれに比し遙か軽度であった.
 即ち胃癌抽琶1物透析内液中のゾウリ虫増殖抑制物質は,酸添加,又は硫安全飽和により沈澱せ
 ず,SupPH4.2を経てSup(NH4)2SO4に移行する物質で,1種の炭水化物分屑と解された、
 c)癌外液の検討癌外液中のゾウリ虫増殖抑制物質の有機溶媒に対する溶解性を各々可溶
 分及び不溶分の増殖抑制力にて示せばFig.4の如くである.
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 Fig.5Testwiththe〔lialyzateofthe
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 Fig・4Testwiththedialyzateof
 七heca工℃illo111aextl'actaftertreatlnent
 withorgallicsolvents、solublepart,
 一一一一一一illsohlblepart.
 又癌外液をイオン交換樹脂にて処理すると,陽イ
 オン交換樹脂(AmberliteIR120)通過後は抑制
 作用の著明減弱を来たしたが,陰イオン交換樹脂
 (AmberliteIRA410)通過分屑の作用は尚強力で
 あり,癌外液中の抑制物質は陰イオン交換樹脂に比
 較的吸着されず,陽イオン交換樹脂によく吸着され
 る塩基性の物質なる事が判明した(Fig.5).
 又癌外液のゾウリ虫増殖抑制作用は100。C30分加熱により著明に減弱し,又焼灼により全く
 消失した、
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 総・ 括
 以上の実験成績を総括すると,胃癌組織はゾウリ虫の増殖を抑制する1種の毒性物質を対照正
 常胃粘膜より高度に含有する事,及び本物質には少なくも2種あり,一方は炭水化物分屑で他は
 塩基性小分子化合物である事が判明した・
 著者が分離し.『た2種のゾウリ虫増殖抑制物質の中,炭水化物分層は先に武藤外科教室で追求,
 分離した癌組織中の家兎催貧血性物質及び癌皮内反応発現物質と化学的性状上一致し,これらは
 同一の物質と解される.又他の有効物質たる塩基性小分子化合物は,カキ鯛繊毛運動,ゾウリ虫
 の運動及び蛙剔出心の搏動を抑制する事が同教室にて既に明らかにされて居る.この様に同一の
 癌毒性物質が,作用機序の異る数種の生物学的作用を示すという成績が得られたが,これは癌悪
 液質発生に関する液性説と関連して興味ある知見と考えられる・
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審査結果要旨
 著者の属する教室においてかねてから癌の毒性物質に関して一連の研究を行って来たが,胃癌
 組織抽出物並びに胃癌、慰者胃液にはゾウリ虫の運動を抑制する1種の毒性物質を含有することが
 判明した.
 著者は之に関連し更に研究を進め,新にゾウリ虫増殖に及ぼす影響を指標として胃癌組織の分
 割をすすめ,有毒因子を追求し,2・3の興味ある知見を得た・
実験方法
 実験方法の要,撫ま,試料を添加した培養液中にてゾウリ虫(Parameciumcaudatum)を培養
 し,その増殖様式を標準増殖の場合と比較するにある.併し比較的長期観察を要する通常の方法
 は,腐敗乃至変陸し易ぎ有機物に富む組織抽出物には不適なる故,著者はこの種試料の検索に極め
 て有用な新方法を考案し,目.っ,理論的見地より増殖速度の数値的表現法を導入して成績判定を
 容易ならしめた.
 実験成績並びに系、㌻論
 先づ組織成分を可及的自然状態で試験する目的にて,新鮮胃癌組織並びに対照として新鮮正常
 胃粘膜各8例の蒸溜水抽出液を作製してその作用を見るに,胃癌抽出液は対照抽出液に比し明ら
 かに増殖抑制力が強力であり,胃癌組織はゾウリ虫増殖抑制物質即ち一種の毒性物質を,正常胃
 粘膜に比し高度に含有することが判明した.
 次に抽出液を乾燥してもその効果が減弱しないことを証明し得たので,以後は実験操作に便な
 る抽出物乾燥粉末により検索を進める事とした・先づ比較的多数例にて上記成績を確認すべく,
 19例の胃癌組織,12例の正常胃粘膜より乾燥油出物を作製したが,増殖抑ll}ilf乍用の出現率並び
 にそク)程度は胃癌群において明らかに高度であり,新鮮抽出液による少数例検索にて判明したる
 事実が,乾燥油出物による多数例の検討にて確実に証明され得た・
 ここで19例の胃癌組織につき,腫瘍の2,3性状とそのその組織より作製せる抽出物の増殖抑
 制度との関連を検討したが抑制度は腫瘍の大いさ,肉眼的所見,組織学的所見等には特別の関係
 がない事が判明し,ゾウリ虫増殖抑制物質は腫瘍の種類を問わずその組織に遍く存在す峯)毒性物
 質なる事が半琶明した.
 次に抽出物を精細に分割して増殖抑制物質を追求した・先づ抽出物の透析内,外液共に対照劃
 分に比し顕著な抑制作用を呈したので,この両劃分とも有効物質を含有する事が明らかとなった
 が,更に追究せる結果,透析内液の有効物質は硫安全飽和上清中に含まれる1種の炭水化物であ
 り,透析外液中の有効物質は塩」,基性小分子化合物なる事が判明した.
 前者は教室におけそ)従来の検索によれば家兎催貧血作用並びに癌皮内反応の有効物質と同性状
 であり,か・1同種の癌毒性物質が作用磯伝を異にする数種の生物学的作用を示すという興味ある
 知見が得られた.
 尚透析外液中の有効物質たる塩基性小分子化合物は諸性状を比較検討せる結果,さきに教室に
 おいて報告した蛙剔出心抑“li1物質,カキ鯛繊毛運動抑制物質,ゾウリ虫運動抑制物質と同種の物
 曇霞と脅年さオした.
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